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ピ ア ジ ェ 理 論 と 幼 児 教 育 の 実 践

ピアジェとモンテッソーリ 
　今回の講演内容はピアジェ教育とモンテッ
ソーリ教育の相違と相似、ピアジェが影響
を与えた教育実践や、その特徴について明
記していきます。 
　モンテッソーリ教育を打ち出したマリア・
モンテッソーリ(Maria  Montessori1870-1952)は、
元々イタリアの精神科の医師でしたが、貧
困と特殊教育の関係について興味を抱き教
育者としての道を歩みます。一方のジャン・
ピアジェ（Jean Piaget1896-1980)はスイスの生物
学、心理学、物理学と多岐に渡る研究で、
子どもの認知の発達構造を解明した人物で
す。 
　教育について相似した点・相違した点を
みてみましょう。まず、モンテッソーリは、
子どもが五感を使って、自然に学ぶ方法、
自由に学ぶ方法を高く評価しています。ピ
アジェは、より科学的な方法で、新たなも
のを同化、調節、均衡の作用によって認識
を深めていくことを説いています。モンテッ
ソーリは、アクティブラーニング（自発的
な能動学習）の重要性を説き、一方のピア
ジェは前操作期、具体的操作期、形式的操
作期と子ども自身の能動的な働きかけで発
達していくことを解明しています。 
　モンテッソーリは、医師としての直感で
これらの重要性を訴え、ピアジェはより科
学的な側面から立証していきました。アプ
ローチは異なりますが、双方子どもたちが
環境に働きかけて発達していく点では相似
しています。 
　

ピアジェ教育とモンテッソーリ教育
カリフォルニア州立大学院 
名誉教授　斎藤　法子

モンテッソーリ教育 
　当時イタリアの
低所得者に、教育
上特別の配慮を要
する特殊教育を受
ける子どもが多い

ことに関心を持ったモンテッソーリは、
行動心理学に基づいた教育法を取り込ん
で実践していきます。これは現在ではア
メリカや日本でも主に自閉症児に教授す
るときに活用する方法で用いられており、
それはYes、これはNoと子どもの行動を
方向付けていくものを指します。子ども
は保育中自由に様々な教具を選択して活
動でき、その時に興味を持ったものに取
り組むことができます。子どもが自由に
選択することは、時に同じ教具を他人に
譲る必要があるため、自然と協力心や他
人を尊重する情緒面を促していきます。
クラス内は、異年齢交流で構成されてお
り、異なる学年の児童や園児が混在して
います。 
　このモンテッソーリの教具の特徴は、
導かれる正しい答えが一つしかなく、構
造的指示教育（Structured Instruction）の側
面を持っています。正しいか正しくない
かで判断する行動心理学的な側面です。
子どもが自由に選べ自由に活動できる教
育法ですが、教具自体は柔軟性に欠ける
とも言えるかもしれません。 
　加えて子どもの集中時間を考え学習内
容を細かな課程に分けて、子ども中心の
学習環境を準備するなどの特徴を持合わ
せ持っています。
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自由回答形式 
　ピアジェの理論は、60
年以上の臨床心理学で分
析した研究データに基づ
いており、現在では構築
主義と呼ばれています。

その特徴の一つであるのは自由回答形式の質
問です。モンテッソーリ教育では教具の答え
が一つで、行動心理学的を用いた方法でした
が、ピアジェでは臨床心理を用いた自由回答
形式の対話となります。 
　例えばある子どもが製作をして出来栄えに
不満を持っていたと仮定します。そこで教諭
が「上手く出来たわね！、とても上手よ！」
と回答すると行動心理学的な批判的な評価と
なります。「よく出来た・出来ていない・上
手にしたわね」はYesかNoで判断することに
なるからです。一方、上手くできたと考えて
いる子どもに、教諭自身が「とても面白いわ
ね。説明して？」「それはどのようにした
の？」「理由を教えて？」と回答することは、
YesかNoで判断しない、批判のない臨床心理
学的な回答となります。特殊教育の場合では
例外もあります。手の合図や指図で干渉しな
がら指導していく必要があるからです。 
　時に教諭の干渉は子どもの思考力の育成を
妨げます。子ども自身で発見できる場合は干
渉しないことが前提となり、思考力を育成す
る声掛けを心がけていきましょう。 
ハイスコープ（High Scope） 
　ピアジェによって影響を受けた教育法には
デビッドワイカートが開発したハイスコープ
教育と呼ばれるものがあります。この教育を
受けた子どもの成長を２０年間追い、認識発
達の影響を調べたところ、低所得者層で多く
受けられたハイスコープ教育は、大学への進
学率が高く、犯罪率も少ないという結果とな
り、米国でも有名となりました。

　ピアジェ教育 
　次にピアジェ教育をみていきましょう。ジャ
ン・ピアジェは子どもの認知の発達を研究し
た心理学者であり、教育に言及した研究や発
言は多くはありません。心理学を教育学に応
用するのは教育者に委任すると考えていまし
た。それ故、ピアジェ教育を実践するには、
教育者自身の創造性が必要といえるでしょう。
当初生物学を学んだ彼は、人の知識がどのよ
うに発達していくのかを解明するために悩ん
だ末、臨床心理学を使用することを試み、遺
伝認識発生論を打ち出しました。ここでいう
遺伝とは、個人個人の遺伝ではなく、人とし
て発達していく一般的なものを指します。最
終的に、内面的知性である思考力についての
構築を研究しました。 
　人は環境に働きかけ適応していく能力を持っ
ています。環境の違い、身体発達の個人個人
の質的な発達の差異はありますが、同化・調
節・均衡の作用により思考力を構築していき
ます。認知構築主義と呼ばれるこの発達は、
感覚操作期（０～２歳）、前操作期（２～６
歳）、具体的操作期（６～１２歳）形式操作
期（１２歳～）との段階を経て発達し、この
段階を超えて発達することはありません。 
　ピアジェ博士は以下のように教育者に提起
しています。教育の目標をすでに存在してい
る知識を覚える子どもを育てることか、それ
とも、創造性に満ち、問題解決や発見を自発
的に取り組む子どもを育てることか、無論彼
は後者の創造性に満ちた子どもの育成を重要
視しています。 
　世界中の教育者や学者に影響を与えたピア
ジェは現在も影響を与え続け、各大学や教育
機関で応用されています。

ピ ア ジ ェ 理 論 と 幼 児 教 育 の 実 践
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　それは子どもたち
がいくつかの選ばれ
た計画の中から好き
なものを選択するこ
とから始まります。
そして学習の計画を

子ども自身で立てていきます。まだ字が読
めない子どもは、写真を使って計画してい
きます。例えば、今日の計画は「分類概念」
「水の保存」「ごっこ遊び」「空間概念」
だとすると、教諭は今日の活動を子どもの
前で教案を話し合い、対話しながら書いて
いきます。次に子ども自身でどの活動から
始めるかを決めていきます。これにより一
層子ども主体の能動的な活動を促していき
ます。 
　活動時には内容に応じてグループを分け
ていき、例えば体操、ダンス、音楽やゲー
ムをするときには比較的大きなグループを
形成し、小さなグループの活動時には教諭
が側でガイドをしながら進めていきます。
次の学習に移る時には音楽を流し切り替え
ていきます。教室の掃除や片付けも子ども
たちで行っていき、認知を深める活動の一
貫として取り入れています。活動後には小さ
なグループに分かれて、今日の活動の復習
（Review)をして良かったこと、悪かったこ
とを話し合い終了するというものです。 
推論 
　認識を深めるためには、先生自身が創造
的でなければなりません。日本ピアジェ会
では、先生方が毎回研究し創造的な発想で
幼児教育を進めています。教育法も様々あ
り一番良いもの、正しいと思うものは考え
方により様々ですが、如何に子どもたちが
能動的に活動できるかを考えて環境を整え、
研究を進めて保育していく、この姿勢が何
より大切だといえます。 

ピ ア ジ ェ 理 論 と 幼 児 教 育 の 実 践

　さて、問題を
解決していく推
論には一般的に
２種類の方法が
あります。帰納
推論と演繹推論

です。前者は小さなものから一般論に導く方
法で、ご存知シャーロックホームズが小さな
手がかりから問題を解いていくような方法を
指します。後者は反対に大きな一般論から小
さなものを推論していくことを指します。　 
　具体的な例を出すと、帰納法では青森りん
ごは甘くて美味しい、食べたほとんどの人は
美味しいと思う。故に青森りんごは甘くて
美味しいと評価される。しかし、これは美
味しくないと感じる人もいるわけで、強い結
論を導きますが、当てにはならない場合も
ある推論です。実際米国の刑務所には、冤罪
で収容されている人が２割いるとも言われて
います。 
　反対に演繹法では、例えば全ての人間は死
ぬという一般論から、故に私も何時かは死
ぬ、または、りんごはすべて果物で、故に富
士りんごも果物である、と推論していくもの
です。数学や理論は基本的に演繹的に解決し
ていく特徴を持っています。 
幼児教育（保育の目的） 
　遊びから学べる点は多く、一見遊んでいる
だけに見える行動も、身体で創造したものを
表現していたり、玩具を分類していたり、水
遊びから保存性を実験していたりしているも
のです。 

分類
楽しい 重量

の保存

身体
表現

系列

目と
手の調節 ごっこ遊び水の保存
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　実際に私が教諭をしていた時には、クラス
を大きく４つに区切り、積み木遊び（空間・
系列・分類）ができる場所、ごっこ遊びの
場所（文化・言語）、絵本やパズル等静か
に遊ぶ場所（論理・数学知識）、製作や実
験ができる場所（物質・物理知識）、総合
的に教室内で学べる環境を整えていました。　 　 
　園庭遊びも同様です。遊具等で空間概念や
時間概念を促す場所、ごっこ遊びで遊べる
場所、静かに小グループで観察できる場所、
水や砂で実験できる場所を区切り、それぞ
れの認識を深める工夫がありました。 
　さて、生後生まれて吸引反射での遊びが始
まり、身体遊び、物と関わっての遊び、いな
いいないバァーの遊び（永続性認識）、かく
れんぼ遊び、そして過去のイメージを想起し
て表現する抽象的な遊び、ごっこ遊びへと発
達していきます。如何に遊びを通して発達し
ていくかが理解できます。 
　保育では例えば、遠足や探索で様々な動
植物と触れ合い、経験したことを順番に写真
を使って子どもと対話していくことも良いで
しょう。本作りを子どもがタイトルを考えて
製作していくことも問題解決能力を育ててい
き推論する力を育むでしょう。 
　ピアジェ教育では、遺伝認識発生論に基づ
く発達を、幼児教育の現場で一層強化して実
践していきましょう。問題解決能力のある発
見を促す保育は一生その子どもの思考力を
促し、情緒面にも良い影響を与えます。それ
が世界の進歩、平和へと導く方法だともい
えます。すでに存在している知識を学ぶだけ
の受け身の子どもではなく、自ら発見して能
動的に取り組む子どもを皆で育てていきま
しょう。 

ピ ア ジ ェ 理 論 と 幼 児 教 育 の 実 践
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実 践 発 表

第21回春季　ピアジェ研修会ぺたぺたシールあそび教材の実践発表

日本ピアジェ会　
　　　　　　　　　　研究員　大石　富士子　

　ピアジェ理論によるペタペタシール遊び教材の実
践発表は、今回も各園で継続的に研究を重ねて頂き、
実践に役立つ豊富な内容でとても参考になりまし
た。　
　日頃の日常生活につながった、子供の興味を引き
つける身近な内容を教材にし、楽しく遊ぶ中で、子
ども達が主体的に発見し、発言していける環境づく
りを心がけていました。教材も平面的なもの、立体
的なもの、また子供の自由な発想から変化して考え
ていけるものと多様で、また教材作りに使用する材
料等も詳しく紹介してくださった園もあり、今回学
ばせて頂いた事を楽しい教材作りに役立てていきた
いと思います。 
　今後も子ども自身が問題解決や、発見、発明がで
きる環境を整えて遊びを中心とした幼児保育を実践
していきます。 
　毎回、各園共、とても熱心に教材研究を続けて頂
き、チーム一丸となって発表してくださる姿に、と
てもいい刺激を頂きました。今回の発表にご協力下
さいました各園の園長先生はじめ、先生方本当にあ
りがとうございました。これからも何かとお忙しい
こととは存じますが、発表にご協力頂けますよう宜
しくお願い致します。 
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　認定丘の上こども園　（愛知県名古屋市） 
　発表者：新美　茜・中島　明日香・平瀬　優 
　年少編：単元⑧「ゆきあそび」 
　目標　：２種類の集合づくり 
　ねらい：特徴に目をつけ２種類の集合づくりをつくったり、わけたりする。 

実 践 発 表

　導入ではレゴランドへの遠足に出発する設定で、まずペープサートの人形を見てどこが
違うのかを自由に話し合いました。男の子と女の子、赤い服と青い服、 
背の高い子と低い子等の違いに気づいた後、汽車に別れて乗る方法を考えました。それぞ
れの操作の後で、どのような仲間分けをしたのかを自分の言葉で発表し、確認していきま
した。子ども達が楽しみにしているレゴランドの乗り物を立体の教材にし、興味を持ちな
がら子どもの意欲を更に引き出す工夫がされており目の付け所によって、集合の方法にも
色々あることに自ら気づき、考えて、自分の言葉で伝えていけるように導いておられまし
た。 
　応用の「お引越しゲーム」では赤い帽子と白い帽子の子、ジャケットを着ている子と着
ていない子、男の子と女の子の違いに気づき、全員が体を動かして、ゲームの勝ち負けを
楽しみながら様々な仲間分けを自ら考えて体感できるように導いていました。 
教材操作後の日常生活の中で、これまで比べなかった事柄の違いや集合を考えようとする
様子が見られる様になったり、おもちゃで遊ぶ時や片付ける時にも様々な集合を楽しむ姿
が見られる様になった事も発表して頂きました。 
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遊々こども園　　（岐阜県加茂郡） 
年長編　単元⑩「かみしばいづくり」 
目　標：創造豊かな言語活動 
ねらい：前後を関係づけ、筋道を立ててお話を作成する。

実 践 発 表

 お話作りに向けて、日常生活の中で、子ども達のイメージを膨らませる方法をたくさん
紹介して下さいました。「かわりしりとりで遊ぼう」ではいろはに「こんぺいとう」→
「こんぺいとう」は「甘い」→「甘い」は「キャラメル」→「キャラメル」は「四角」
→「四角」は？？と言う様に前の言葉から連想されるものを思い思いに発言し、つなげ
ていく遊びを通して、形・色・味・大小等、様々な角度からイメージを膨らませていきま
した。出てきた言葉をリズムよく読み上げて、楽しみながら、行っていきました。 
　また、ひとりひとりが作った「おりがみタイル」を自由につなげて、模様作りを行い、
イメージを広げて形にしていきました。一枚の髪が色んな形に変化したり、立体になって
いく様子に興味を持ち、すごい！作ってみたい！という意欲を持って取り組んでいました。
グループ活動ではみんなでの合作を作る中で、やりたい気持ちをおさえて、友達に譲った
り、意見を言ったりする様子も見られ、子ども達が主体的に楽しんで活動する中に自然
に学びや道徳の芽生えがあることをたくさん学ばせて頂きました。 



 10

実 践 発 表

　鴻池学園幼稚園　（大阪府東大阪市） 
　発表者：岡本　菜穂・河村　こゆき 
　年少編：単元②「どうぶつのかくれんぼ」 
　目標　：部分やシルエットから全体をイメージする。　 
　ねらい：対象物の一部を見て特徴を発見し、その対象物の影を見てイメージを結びつけ 
　　　　　その具体物の名前をあてる。 

　導入では公園へ遊びに行く設定で音楽リズムを取り入れながら活動を進めていき、公園の遊具に
隠れているものは何かを、対象の一部を見て、全体をイメージして、言語表現していきました。隠れ
ている動物（蛇・ワニ・かたつむり・りす）について「どうして◯◯だと思いましたか？」と問い
かけ、子ども達が、それぞれの特徴を自由に発表した後、具体物を選び、シートに貼り確認してい
きました。次にバスが出現しバスの中にある影を見て何の影であるかを考えて言語表現し影の特徴
を話し合った後、影と同じ具体物を選びシルエットに重ねて対応していきました。 
　応用では具体物（ボール・皿・アイスクリーム・帽子・ケーキ）の影を最初は全て丸い影からイ
メージをし、何の影かを考えて話し合いました。次に角度を変えて影を観察することにより、イメー
ジしたものを発表し、なぜその影だと思ったのか、特徴について話し合いました。 
それぞれの具体物を横から見ると考えが変化していき興味深く、特徴に気づくことができていまし
た。今回の発表では、他の単元の導入教材も紹介して頂き実際の今後の教材作りにとても参考にな
りました。 
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実 践 発 表

　あおば幼稚園（和歌山県紀の川市） 
　発表者：黒野　公美 
　年中編：単元⑨「どうぶつマンション」 
　目標　：空間の位置関係 
　ねらい：上下、左右、中心の位置関係に気づく、さらに右上、右下、左上、左下といった 
　　　　　上下、左右の合成による位置関係にも気づく 

　導入では、人形のれなちゃんを試着室に入れたり、着替えをしたりという遊びを通してまず、横軸
による左右、真ん中の位置関係について考えました。次にれなちゃんの家に遊びに行く設定で部屋
に散らかっているものを片付けるという取り組みの中で、縦軸による上、中、下の位置関係を考え
ました。その後、ドーナツ、ホットケーキ等のスイーツがどこに入っているかを考え、右上、右下、
左上、左下、といった上下左右の合成による位置関係にも気づかせていました。また視点によって
左右の言葉が変化する事も、子ども自らが気づける様に導いておられました。 
　応用のレストランごっこでは、お客さんは「注文シート」に食べたいメニューの位置を書き、お
店の人は「注文シート」を見て位置関係を考えて品物を探し、合っているかを確認しました。 
子どもが、自分の言葉で位置を伝えながら注文する姿が見られ、活動を進める中で、お客さん側か
ら見た左右と、お店やさん側から見た左右が反対になる事に気づき、やりとりをする姿が見られま
した。楽しく「ごっこ遊び」をする中で試行錯誤を重ねながら、位置関係に気づいて行く方法を学
ばせて頂きました。子ども達の気付きや発言がとても活発で、興味津々に取り組んでいる姿が、印
象的でした。 
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　乗り物を利用するとき、車内の右側か左側か、座る席によって見える景
色は変わります。わたしは関西に住んでいるので、たとえばJRに乗って大
阪から神戸を経由して明石や姫路に行くときは、できれば進行方向にむかっ
て左側にすわるようにしています。左側が海側にあたるのです。須磨あた
りから、天候や時間によって変化する海を眺めるのが楽しみで、天気によっ
て向こう側にある淡路島が見えると、今日は運がいいと気持ちが弾みます。
舞子あたりでは、世界最長の吊橋である明石海峡大橋が白く長く力強く海
を渡っていくのがすぐ近くから見られます。上りと下りでは、橋の見え方
がちがい、それも楽しみです。 
　話は変わりますが、2018年の3月末に三江線が廃止されました。三江
線？知らない、という方も多いでしょう。三江線は広島県の三次と島根県
の江津を結んで江の川に沿って走る単線です。”でした”とというべきかも
しれません。江の川はふだんは緩やかな流れの高低差の少ない川で、広島
の阿佐山に源を発し山々の間をゆったりと大きくうねりながら日本海まで
日本列島を横切って流れ、江津で海に注ぎます。江戸時代には山陰と山陽
をつなぐ重要な交通路で大量な荷や人を船で運んでいました。 

　

文 学 紀 行

「すわるのはどちら側？」 
　　　　　　　　文学紀行No.34 
 
 児童文学研究家　石川　晴子
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　ところが船が汽車に変わり、やがて交通手段が自動車になると、せっか
く40年前に全線開通した三江線も利用は激減し、最近では1日の利用客が
50人というところまできたそうです。寂しいことですが、廃線になったの
も自然な時の流れだったのでしょう。 
　廃線前の三江線にぜひとも乗ってみたいと、３月の中頃に島根に行きま
した。広島側から乗る人が多いだろうと予測して、島根の江津に行ったの
ですが、それでも始発駅の浜田にはたくさんの人が待っていました。満員
で列車内で食事など無理だといわれて長い行列を作って待った電車は大変
な混雑で、とても川の見える席は取れませんでした。それでも首をひねっ
て、ずっと川沿いに走る電車（正確にはディーゼル車）の窓から、流れて
いるかどうかもわからないほどのゆったりした川とその向こうの山々、途
中に35ある駅、駅で手を振ってくれる人々を眺めることができました。乗
客は東京や大阪から来た人が多く、小さい子どもを連れた人は沿線の人ら
しく途中で降りてホームで見送ってくれました。駅の近くには小さな集落
があって人々の暮らしが続いているのがわかります。 

　窓からの景色といえば、大阪・東京間
の楽しみは車窓からの富士山の眺めです。
富士山は上京するときは左側の窓から見
えるのですが、ある時残念なことに右側
にしかすわれませんでした。ぼんやりと
窓外に目をやっていると、なんと右側の
はるか彼方に富士山らしき山が見えるで
はありませんか。どう見ても富士山です。
進行方向の右側からも見えることがあっ
たのです！ 
 帰宅して地図で確かめると、なるほど、
線路の進む方向をたどってみると、右側
に見えるだろうと思えるところがありま
した。どこから見るかによって富士山の
形もちがいます。ものが見る人の位置に
よって見え方がちがうことはわかってい
るようで、実際にはあまり意識にのぼら
ないのかもしれません。
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とくに富士山のようにイメージがはっきりしていると、こうだと思い込ん
だまま何も考えないことが多いのでしょう。 
　ピアジェ会の研修会の発表では、見え方や思い込みについて、ハッとさ
せられることが少なくありません。通園バスの窓からの眺めが行きと帰り
でちがうことをテーマにした実践の報告があったように記憶しています。
ひょっとしたら遠足のバスだったかもしれません。記憶も絶対ではありま
せんね！ 

 さて、今回ご紹介したい絵本は汽車がテー
マです。あまりしられていない一見地味で
目立たない絵本ですが、絵も分も味わ深い
おもしろい絵本です。日本版のタイトルは
「せんろはつづくよ」で1979年に出まし
たが、原書は”Two Little Trains”（２台の
小さなきしゃ）というタイトルで1949年
に出ています。旧式の蒸気機関車が引く列
車と流線型の最新型列車が並んでアメリカ
大陸を横断して西海岸の海まで昼も夜もひ

た走ります。それぞれの列車の上に傘を持った男の子と女の子がすわり、
列車はずっと並行して野を超え山を登り川を渡ります。雨が降り、雪も降っ
てきます。寒さのために旧式列車の貨車に乗っていたアヒルは鼻水をたら
し、牛は身をちぢめています。女の子と男の子は傘をさします。なぜ傘を
持って列車に乗ったのかが、ここでわかります。ようやく晴れた西海岸に
着くと、子どもたちは服をぬいで海に入って遊びます。旧式機関車はちゅ
ぐちゅぐと進み、最新型の列車はぱふぱふと進んでいきます。おはなしは
詩の形で語られています。ぜひ声に出して読みたい絵本です。 

　 
　おまけに一冊！それは「でんしゃにのって」です。お
ばあちゃんのところへひとりで行くうららちゃんは、切
符とおみやげをしっかり持って電車に乗ります。駅にと
まるたびに、お客さんが乗って来ます。どんなお客な
のかそれは見てのおたのしみです。

「せんろはつづくよ』 
M.W.ブラウン文　J.シャロー絵

「でんしゃにのって」 
とよた　かずひこ作・絵
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